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令 和 ３ 年 第 ２ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 令 和 ３ 年 ６ 月 ４ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。 本 日 こ こ に 、 令 和 ３ 年 第 ２ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の 提 案 理 由 を 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、議 案 第 3 8 号  小 城 市 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 令 和 ３ 年

度 税 制 改 正 の 大 綱 に お い て 、 税 務 関 係 書 類 に お け る 押

印 義 務 の 見 直 し が さ れ た こ と に よ り 改 正 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 審 査 の 申 出 の 手 続 等 に

お け る 書 面 へ の 押 印 及 び 署 名 を 不 要 と す る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 9 号  小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 で ご ざ い ま す が 、 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法

律 が 施 行 さ れ る こ と に よ り 、 小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改

正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 国 外 居 住 親 族 の 取 扱 い

の 見 直 し や 、 セ ル フ メ デ ィ ケ ー シ ョ ン 税 制 の 適 用 期 限
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を ５ 年 延 長 す る こ と な ど 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も

の で ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、議 案 第 4 0 号  小 城 市 特 定 個 人 情 報 保 護 条 例 等

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 行 政 手 続 に お

け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す

る 法 律 の 改 正 に 伴 い 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で

ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 4 1 号  小 城 市 重 度 心 身 障 害 者 の 医 療 費

の 助 成 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま

す が 、 医 療 費 の 助 成 対 象 を 重 度 精 神 障 害 者 ま で 拡 大 す

る た め 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 4 2 号  多 久 小 城 医 療 組 合 の 設 立 に つ い

て で ご ざ い ま す が 、 多 久 市 と 病 院 の 設 置 及 び 管 理 運 営

並 び に 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 設 置 及 び 管 理 運 営 に 関

す る 事 務 を 共 同 処 理 す る た め 、 一 部 事 務 組 合 を 設 立 す

る も の で 、 地 方 自 治 法 第 2 9 0 条 の 規 定 に よ り 、 議 会 の

議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 予 算 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

ま ず 、議 案 第 4 3 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正
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予 算 （ 第 ４ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額

に そ れ ぞ れ 1 6 億 8 , 5 9 4 万 ６ 千 円 を 追 加 し 、補 正 後 の 予

算 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 2 7 億 7 , 1 9 2 万 円 と す る も の で

ご ざ い ま す 。  

 

 第 ２ 表  継 続 費 の 補 正 は 、 芦 刈 文 化 体 育 館 の 改 修 工

事 の た め の 「 体 育 施 設 管 理 事 業 」 を 追 加 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

 

第 ３ 表  地 方 債 の 補 正 は 、「 体 育 施 設 管 理 事 業 」と「 庁

舎 防 災 機 能 強 靭 化 事 業 」 の ２ 事 業 で ３ 本 の 地 方 債 を 追

加 し 、「 社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金 事 業 （ 新 設 改 良 ）」 に

つ き ま し て は 、限 度 額 の 変 更 を す る も の で ご ざ い ま す 。 

 

そ れ で は 、 補 正 の 主 な も の に つ い て 、 ま ず 歳 出 か ら

御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

第 ２ 款  総 務 費 で ご ざ い ま す が 、 新 規 事 業 と し て 、

市 庁 舎 の 非 常 用 発 電 等 の 整 備 を 行 う 「 庁 舎 防 災 機 能 強

靭 化 事 業 」 の 追 加 、 そ れ か ら 、 仮 称 で ご ざ い ま す が 、

小 城 フ ッ ト ボ ー ル セ ン タ ー の 土 地 購 入 費 を 計 上 し て お

り ま す 。  

 

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で ご ざ い ま す が 、 農 業 用 施 設

を 整 備 す る 「 農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 」 と 「 地 域 農 業 水



4 

利 施 設 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 事 業 」 な ど の 費 用 を 追 加

す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

第 ７ 款  商 工 費 で ご ざ い ま す が 、 ス マ ー ト フ ォ ン 等

を 使 っ た 非 接 触 の 支 払 い 手 続 き を 推 進 す る と と も に 、

ポ イ ン ト を 還 元 す る こ と に よ り 市 内 で の 消 費 活 動 を 活

性 化 す る た め の「 キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 推 進 事 業 」、そ れ

か ら 、 市 内 タ ク シ ー を 活 用 し 、 ド ラ イ バ ー の 市 内 観 光

に 係 る 知 識 を 習 得 す る 機 会 を 設 け 、 観 光 案 内 事 業 者 を

育 成 す る た め の 「 タ ク シ ー 観 光 実 施 助 成 事 業 」 を 計 上

し て お り ま す 。  

 

第 ８ 款  土 木 費 で ご ざ い ま す が 、 道 路 の 安 全 性 と 利

便 性 の 確 保 の た め の「 社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金 事 業 (新

設 改 良 )」の 委 託 料 等 の 追 加 と 、牛 津 地 域 拠 点 地 区 の 交

流 拠 点 で あ る 牛 津 駅 前 広 場 の 整 備 の た め の 費 用 を 追 加

す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

第 １ ０ 款  教 育 費 で ご ざ い ま す が 、 2 0 2 4 年 国 民 ス ポ

ー ツ 佐 賀 大 会 の 競 技 会 場 と し て 内 定 し て い る 芦 刈 文 化

体 育 館 の 施 設 や 設 備 の 改 修 費 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、 事 務 事 業 に 伴 う 分 担 金 及 び 負 担

金 、 国 庫 支 出 金 、 県 支 出 金 、 諸 収 入 、 市 債 を 計 上 し 、
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財 源 調 整 と し て 基 金 繰 入 金 を 計 上 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

次 に 、議 案 第 4 4 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 下 水 道 事 業 会

計 補 正 予 算 （ 第 1 号 ） で ご ざ い ま す が 、 資 本 的 支 出 の

既 定 の 予 算 か ら 1 7 6 万 ５ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算

の 総 額 を 2 1 億 1 , 3 6 1 万 ９ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。 

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 浄 化 槽 設 計 委 託 の

一 部 を 会 計 年 度 任 用 職 員 で 実 施 す る こ と に 伴 い 、 委 託

料 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 報 告 第 ２ 号 か ら 報 告 第 ６ 号 ま で 一 括 し

て 御 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 報 告 第 ２ 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 継 続

費 繰 越 計 算 書 は 、「 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 見 直 し 事 業 」

の １ 事 業 に つ い て 、令 和 ３ 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 1 4 5 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 報 告 第 ３ 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 繰 越

明 許 費 繰 越 計 算 書 は 、「 テ レ ワ ー ク 推 進 事 業 」か ら「 公

立 学 校 施 設 災 害 復 旧 事 業 」ま で の 4 3 事 業 に つ い て 、約

1 7 億 5 , 1 5 6 万 円 を 令 和 ３ 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 1 4 6 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す
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る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 報 告 第 ４ 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 水 道 事 業 繰 越

計 算 書 は 、 資 本 的 支 出 の 建 設 改 良 費 に つ い て 、 1 , 8 14

万 9 千 円 を 令 和 ３ 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、 地 方 公

営 企 業 法 第 2 6 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

 

次 に 、 報 告 第 ５ 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 下 水 道 事 業 繰

越 計 算 書 は 、資 本 的 支 出 の 建 設 改 良 費 に つ い て 、 6 , 4 0 0

万 円 を 令 和 ３ 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、 地 方 公 営 企

業 法 第 2 6 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い

ま す 。  

 

次 に 、 報 告 第 ６ 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ

い ま す が 、 令 和 ２ 年 1 2 月 2 9 日 、 市 職 員 が 粗 大 ご み を

搬 送 中 、 相 手 方 の 車 両 に 接 触 し 、 損 傷 さ せ た も の で 示

談 が 成 立 し 、 小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る

条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、令 和 ３ 年 ５ 月 1 7 日 付

で 専 決 処 分 を し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 8 0 条 第 ２

項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 御

審 議 の 上 、 御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上
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げ ま し て 、 提 案 理 由 の 御 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  


